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No.No.197197 埼玉県嵐山町埼玉県嵐山町議会だより議会だより

◆ 第４回定例会・第２回臨時会報告 ………… Ｐ 2～ 3
◆ 一般質問６人が町政を問う ………………… Ｐ 4～ 7 
◆ 常任委員会報告 ……………………………… Ｐ 8  　
◆ 一部事務組合報告/区長会との意見交換会 … Ｐ 9  　
◆ 大妻嵐山との議会カフェ/編集後記 ………… Ｐ10  　

令和６年第４回定例会・臨時会傍聴者　３４人令和６年第４回定例会・臨時会傍聴者　３４人

議員が編集した手づくり議会だよりです。こちらからご覧になれます。

菅谷小学校創立菅谷小学校創立
150周年150周年

SINCE　明治７年SINCE　明治７年

150周年記念事業で
蝶々の折り紙展示数
ギネス世界記録を達
成しました！！
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議会だより「らんざん」　 令和7年2月１日　第197号　 2

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
正
額 

３
億
１
９
２
６
万
円

一
般
会
計
総
額 

74
億
９
３
８
９
万
円

第
４
回
（
12
月
）
定
例
会

第
２
回　
臨
時
会

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制

化
を
求
め
る
意
見
書
（
要
旨
）

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
（
要
旨
）

給与改定（人事院勧告）、補正予算審議を
行いました！

R7年夏稼働を目途に
工事予定！

令和６年
第４回（12月）定例会・第２回臨時会
　　 （11月28日～ 12月４日）　　　　　　（12月19日）

承
認

令
和
６
年
度
嵐
山
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

�

１
０
９
７
万
円

第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
伴
う
も
の
。

諮
問

人
権
擁
護
委
員
　

�

杉
原
　
達
人
　（
再
任
）

同
意
（
人
事
）

農
業
委
員
会
委
員

�

青
木
美
恵
子
　（
再
任
）

�

安
藤
　
紀
子
　（
再
任
）

�

内
田
　
久
子
　（
再
任
）

�

金
井
　
敏
隆
　（
再
任
）

�

杉
田
　
健
一
　（
再
任
）

�

杉
田
　
　
哲
　（
再
任
）

�

瀨
山
　
和
令
　（
再
任
）

�

番
場
　
邦
男
　（
新
任
）

条
例

刑
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

「
懲
役
」及
び「
禁
錮
」を「
拘

禁
刑
」
に
改
め
る
こ
と
に
伴

い
、
関
係
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

主
な
歳
入
の
補
正

●
寄
附
金�

５
０
５
４
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
実
績
等
の
補
正

●
繰
入
金�

９
０
６
５
万
円

財
政
調
整
基
金
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金

よ
り
繰
入
補
正

●
町
債�

１
億
３
０
５
０
万
円

菅
谷
中
学
校
体
育
館
空
調
設
備
事
業
（
教

育
債
）
等

主
な
歳
出
の
補
正

●
総
務
費�

９
４
０
５
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
の
基
金
繰
入
・
返
礼
品
等

●
民
生
費�

６
２
９
０
万
円

児
童
手
当
制
度
改
正
、
小
規
模

事
業
所
利
用
者
増
等

●
衛
生
費�

１
７
１
３
万
円

予
防
接
種
の
実
績
に
よ
る
補

正
等

●
教
育
費�

１
億
５
６
３
５
万
円

菅
谷
中
学
校
体
育
館
空
調
設
備
工
事
等

意見書本文はこ
ちらからご覧に
なれます

　
婚
姻
に
お
け
る
夫
婦
別
姓

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め

に
、
一
方
が
望
ま
な
い
改
姓

や
「
通
称
」
の
使
用
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
不
利
益
を
強
い

ら
れ
る
。

　
働
く
女
性
た
ち
に
と
っ
て

は
改
姓
に
よ
っ
て
「
キ
ャ
リ

ア
が
中
断
さ
れ
る
」
と
い
う

問
題
も
生
じ
、
婚
姻
に
よ
っ

て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪

失
に
つ
な
が
る
等
、
女
性
の

側
に
不
利
益
を
強
い
る
女
性

差
別
で
あ
る
。

　
国
会
・
政
府
に
お
い
て
選

択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
法
制

化
を
実
現
す
る
よ
う
強
く
求

め
る
。

提
出
先
　
衆
・
参
議
院
議
長
、

　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
、

　
　
　
　
関
係
大
臣

　
国
の
教
育
予
算
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
国
に
比
べ
著
し
く
低
く
、

置
か
れ
た
環
境
に
よ
る
教
育

機
会
や
質
の
格
差
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　
教
育
費
の
公
的
支
援
や
環

境
整
備
は
出
生
率
の
向
上
に

も
寄
与
し
、
ま
た
社
会
全
体

の
経
済
的
利
益
と
な
り
競
争

力
強
化
に
直
結
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
教

育
の
機
会
と
希
望
に
応
じ
た

選
択
肢
を
社
会
全
体
で
保
障

し
、
経
済
的
理
由
や
地
理
的

要
因
等
に
よ
り
希
望
す
る
教

育
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
の
な

い
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。

提
出
先
　
衆
・
参
議
院
議
長
、

　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
、

　
　
　
　
関
係
大
臣

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
、
国
（
県
）
へ
の

要
望
・
意
見
を
、
意
見
書
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
12
月
定
例
会
で
は
２
件
の
意
見
書
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 意　

見　

書
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3　 議会だより「らんざん」　 令和7年2月１日　第197号

第４回定例会・第２回臨時会　審議結果第４回定例会・第２回臨時会　審議結果

議案
番号

議　案　名
※●の網掛けは賛成討論、×の網掛けは

反対討論を行いました

審議
結果

佐
藤
　
弘
美

竹
内
　
隆
哲

橋
本
　
　
将

宮
本
　
大
裕

犾
守
　
勝
義

小
林
　
　
智

藤
野
　
和
美

𠮷
本
　
秀
二

青
柳
　
賢
治

畠
山
　
美
幸

川
口
　
浩
史

渋
谷
登
美
子

森
　
　
一
人

＊＊＊ 第４回定例会　町長提出議案 ＊＊＊

承認
第３号

専決処分の承認を求めることについて
（令和６年度嵐山町一般会計補正予算（第３号）） 承認 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議
長

諮問
第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

同意
第４～11号

嵐山町農業委員会の委員の任命につき同意を求めること
について 同意 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議案
第４８号

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
理に関する条例の制定について 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

＊＊＊ 議員提出議案（意見書）＊＊＊

請願
第15号

選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書の提出につ
いて 可決 ● ● × × ● × ● × - ● ● ●

議
長

発議
第16号

「国際プラスチック条約」締結に向け積極的姿勢を求め
る意見書の提出について 否決 × × × × × × ● × - × ● ●

発議
第17号 包括的差別禁止法の制定を求める意見書の提出について 否決 × ● ● × × × ● × - × ● ●

発議
第1８号 教育予算の拡充を求める意見書の提出について 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● - ● ● ●

＊＊＊ 第２回臨時会　町長提出議案 ＊＊＊

議案
第４9号

嵐山町一般職員の給与に関する条例の一部を改正するこ
とについて 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議
長

議案
第50号

嵐山町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部
を改正することについて 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議案
第51号

嵐山町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正することについて 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ×

議案
第52号

嵐山町特別職の給与等に関する条例の一部を改正するこ
とについて 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ×

議案
第53号

令和６年度嵐山町一般会計補正予算（第４号）議定につ
いて 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × ×

議案
第5４号

令和６年度嵐山町介護保険特別会計補正予算（第２号）
議定について 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議案
第55号

令和６年度嵐山町水道事業会計補正予算（第２号）議定
について 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議案
第56号

令和６年度嵐山町下水道事業会計補正予算（第１号）議
定について 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。　賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します（「裁」と記載）。

公務員給与改定（人事院勧告）に関する国会審議（12月12日可決）を待って公務員給与改定（人事院勧告）に関する国会審議（12月12日可決）を待って
第２回臨時会が招集されました。第２回臨時会が招集されました。
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議会だより「らんざん」　 令和7年2月１日　第197号　 4

６人の議員が町に問う

菅谷小学校菅谷小学校

犾守　勝義

畠山　美幸

渋谷登美子

𠮷本　秀二

藤野　和美

川口　浩史

議場議場

撮影者：内田泰永氏撮影者：内田泰永氏

一般質問一般質問

１　駅西口ロータリー内とその周辺の今後について
２　いじめ・不登校防止の取組みについて

１　粗大ごみチケット販売について
２　活き活きふれあいプラザやすらぎについて

１　子育て支援について
２　就学援助制度について
３　奨学資金貸付制度について
４　会計年度任用職員について

１　学校橋下テント場における利用者の水害対策について
２　ラベンダーまつり事業について
３　将軍沢地内町有林の管理・活用計画について

１　いじめ・不登校について
２　国立女性教育会館研修棟廃止について
３　防火水槽について

１　国立女性教育会館に関する国との協議について
２　高齢者の一人暮らしについて
３　公共交通空白地域の捉え方について
４　自転車のまちづくりについて
５　マイナ保険証について

一般質問とは
議員が町の行財政全般について質問し、所信の表明を求めるもの
です。町の考え方をチェックし、町民の思いをサービスに反映さ
せるという大切な役目を果たしています。
※本文は質問した議員本人の責任で要約した原稿を掲載しています。
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5　 議会だより「らんざん」　 令和7年2月１日　第197号

最近、入口にも駐車禁止マークが
付けられました＝R6.12.8

活き活きふれあいプラザ
やすらぎ多目的トイレ

リユース

犾
いずもり
守　勝

かつよし
義 議員

畠
はたけやま
山　美

みゆ き
幸 議員

駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
内
と
周
辺
の
今
後

問  

ロ
ー
タ
リ
ー
内
は
駐
車
禁
止
だ
が
、

取
り
締
ま
り
の
実
態
把
握
は
。

ま  

駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
備
は
、
警

察
か
ら
の
指
導
で
現
在
の
形
状
に
な
っ
て

い
る
。警
察
協
議
に
お
い
て
、ロ
ー
タ
リ
ー

内
は
駐
車
禁
止
と
す
る
報
告
も
あ
っ
た
。

現
在
の
埼
玉
り
そ
な
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
場

所
は
、
銀
行
が
希
望
し
た
も
の
だ
。
駐
車

禁
止
の
取
り
締
ま
り
に
つ
い
て
、
町
民
か

ら
の
情
報
は
あ
っ
た
が
、
警
察
か
ら
取
り

締
ま
り
を
行
う
旨
の
報
告
は
な
か
っ
た
。

問  

短
時
間
の
駐
車
場
設
置
の
考
え
は
。

ま  

平
成
30
年
の
当
初
計
画
で
は
、
旧
西

口
ト
イ
レ
の
跡
地
に
時
間
貸
の
駐
車
場
を

設
置
す
る
計
画
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
東
武

鉄
道
本
社
と
の
協
議
で
、
駐
車
場
は
東
武

鉄
道
で
行
う
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
今

後
、
東
武
鉄
道
又
は
関
連
会
社
が
設
置
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

粗
大
ご
み
チ
ケ
ッ
ト
販
売

問  

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
で
、
粗
大
ご
み
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
が

で
き
な
い
か
。

環  

粗
大
ご
み
の
戸
別
有
料
収
集
は
、
月

平
均
20
件
ほ
ど
の
申
請
が
あ
る
。
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
意
味
で
も
、
ふ
れ
あ
い

交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
の
検

討
を
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
行

の
料
金
表
の
見
直
し
と
会
計
年
度
任
用
職

員
の
体
制
整
備
が
必
要
と
な
り
、
所
管
す

る
教
育
委
員
会
と
も
連
携
を
図
っ
て
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

問  

鶴
ヶ
島
市
で
は
、
粗
大
ご
み
の
料
金

表
が
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ご
み

減
量
化
の
観
点
か
ら
、
リ
ユ
ー
ス
を
推
進

す
る
「
お
い
く
ら
」
サ
イ
ト
を
利
用
し
て

い
る
。
町
で
の
検
討
は
。

環  

料
金
表
の
簡
素
化
を
考
え
た
い
。「
お

い
く
ら
」
は
管
内
で
は
東
松
山
市
、
吉
見

町
が
導
入
し
て
お
り
、
検
討
し
て
い
く
。

問  

駅
西
口
に
駐
輪
場
設
置
計
画
が

あ
っ
た
。
立
ち
消
え
に
な
っ
た
理
由
と
今

後
の
計
画
は
。

ま  

駅
西
口
に
も
公
営
の
駐
輪
場
を
と
の

要
望
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
。
平
成
27
年
度

か
ら
東
武
鉄
道
本
社
へ
駐
輪
場
用
地
の
交

渉
を
開
始
し
、
賃
貸
借
協
議
は
終
了
し
て

い
た
。
し
か
し
、
令
和
５
年
度
に
駐
輪
場

予
定
地
で
東
武
鉄
道
の
電
気
工
事
が
行
わ

れ
、
現
計
画
に
お
け
る
駐
輪
場
整
備
は
延

期
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
は
、
改
め

て
検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

問  
ロ
ー
タ
リ
ー
内
の
横
断
歩
道
は
利

用
し
づ
ら
い
構
造
だ
。
改
善
の
考
え
は
。

ま  

横
断
歩
道
も
警
察
と
の
協
議
の
結
果

で
あ
る
。
横
断
歩
道
は
警
察
が
設
置
す
る

た
め
、
変
更
や
追
加
は
非
常
に
難
し
い
と

考
え
る
。

活
き
活
き
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
や
す
ら
ぎ

問  

ト
イ
レ
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
設
置

と
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
再
開
は
。

長  

ト
イ
レ
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
は
、
多

目
的
ト
イ
レ
に
設
置
し
て
お
り
、
ご
利
用

い
た
だ
く
よ
う
案
内
し
て
い
る
。
シ
ャ

ワ
ー
室
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
蔓ま

ん
え
ん延
時
よ
り
使
用
を
中
止
し
、 

今
年
度

末
ま
で
は
中
止
の
予
定
。
再
開
は
、
設
備

の
老
朽
化
・
光
熱
水
費
・
維
持
管
理
費
な

ど
の
課
題
を
考
慮
し
な
が
ら
、 

今
後
の
方

向
性
を
検
討
し
た
い
。

ま まちづくり整備課長　環 環境課長　長 長寿いきがい課長
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渋
しぶや
谷登

と み こ
美子 議員

𠮷
よしもと
本　秀

しゅうじ
二 議員

国
立
女
性
教
育
会
館
　
も
っ
と
協
議
を

問  

９
月
議
会
以
降
、
国
と
の
協
議
は
。

地  

国
と
の
協
議
は
行
な
っ
て
い
な
い
。

新
法
制
定
で
忙
し
い
と
思
わ
れ
る
。

問  

国
は
、
嵐
山
町
と
協
働
で
、
男
女
共

同
参
画
を
担
う
人
材
育
成
の
為
の
実
証
事

業
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う

に
人
材
発
掘
を
行
う
の
か
。

地  

７
月
30
日
発
表
の
国
の
方
針
で
は
、

令
和
8
年
4
月
に
発
足
予
定
の
新
法
人
の

事
業
を
記
し
て
い
る
。
新
法
人
発
足
後
の

動
向
を
注
視
し
た
い
。

問  

宿
泊
棟
・
研
修
棟
・
体
育
館
は
、
小

中
高
生
の
運
動
・
学
習
等
の
宿
泊
合
宿
に

も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
比
較
的
安
価
で
あ

る
た
め
、
子
ど
も
の
体
験
格
差
の
縮
小
に

寄
与
し
て
い
る
。ま
た
、町
外
の
人
に
と
っ

て
宿
泊
棟
は
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
の
協
議
は
。

地  

９
月
議
会
以
降
、
国
・
県
・
国
立
女

性
教
育
会
館
と
協
議
し
て
い
な
い
。

学
校
橋
下
テ
ン
ト
場
の
水
害
対
策

問  

過
去
の
水
難
被
害
発
生
状
況
は
。

企  

平
成
27
年
８
月
16
日
未
明
、
豪
雨
に

よ
り
中
州
に
取
り
残
さ
れ
た
14
名
を
消
防

隊
員
が
救
助
し
た
。

問  

水
難
事
故
発
生
時
の
責
任
所
在
は
。

企  

学
校
橋
広
場
は
、
町
と
の
指
定
管
理

基
本
協
定
に
基
づ
き
嵐
山
町
観
光
協
会
が

管
理
し
て
い
る
。
必
要
な
措
置
を
怠
っ
た

こ
と
に
よ
る
被
害
の
責
任
所
在
は
観
光
協

会
と
な
る
が
、
最
終
的
な
責
任
は
町
に
あ

る
と
考
え
る
。

問  

利
用
時
間
以
降
は
河
原
か
ら
利
用
者

を
退
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

進
入
禁
止
ゲ
ー
ト
に
問
題
が
あ
る
。

企  

観
光
協
会
と
対
応
を
考
え
た
い
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り

問  

収
支
１
０
８
５
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
。

事
業
委
託
費
が
２
５
４
４
万
円
（
全
体
の

78
・
７
％
）、
事
業
見
直
し
の
考
え
は
。

企  

見
直
し
、収
支
の
改
善
を
図
り
た
い
。

問  

町
は
、
県
内
自
治
体
の
中
で
は
、
昼

間
人
口
が
2
番
目
に
多
く
、
交
流
人
口
が

多
い
。
宿
泊
棟
、
研
修
棟
・
体
育
館
を
撤

去
す
る
と
、
外
部
か
ら
の
研
修
は
減
少
す

る
。
ど
う
考
え
る
か
。
当
町
は
、
唯
一
、

国
と
協
議
で
き
る
自
治
体
で
あ
る
。
力
を

入
れ
て
協
議
す
べ
き
だ
が
。

町
長  

国
立
女
性
教
育
会
館
だ
け
が
要
因

で
昼
間
人
口
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
。
か

つ
て
嵐
山
町
は
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
と

し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
脱
し
て

い
る
。
町
が
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

町
の
た
め
に
国
の
予
算
を
使
う
こ
と
は
、

世
論
か
ら
攻
撃
を
受
け
る
可
能
性
も
あ

る
。
国
の
こ
と
で
あ
り
、
国
会
議
員
に
頼

み
、
国
会
で
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問  

日
高
市
の
曼ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

殊
沙
華
ま
つ
り
、
越
生

町
の
梅
ま
つ
り
は
支
出
約
１
５
０
０
万

円
、
一
括
事
業
委
託
は
し
て
い
な
い
。

町
長  

観
光
協
会
に
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん

で
確
認
し
て
良
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る

が
、
抜
本
的
改
善
を
図
る
こ
と
が
要
諦
で

あ
る
。

将
軍
沢
地
内
町
有
林
の
管
理
・
活

用
計
画

問  

樹
木
の
生
長
状
況
の
評
価
は
。

総  

埼
玉
県
中
央
部
森
林
組
合
の
職
員
と

現
地
確
認
を
行
っ
た
。植
栽
密
度
は
適
正
、

概
ね
一
般
的
な
育
成
状
況
。

問  

合
併
22
周
年
、
町
制
10
周
年
の
記
念

樹
、統
合
新
校
の
木
質
化
に
使
え
な
い
か
。

教
育
長  

木
質
化
は
考
え
て
い
る
。
町
の

木
が
使
え
る
こ
と
は
価
値
が
あ
り
、
子
ど

も
達
、
地
域
に
与
え
る
影
響
も
あ
る
。
校

舎
を
設
計
す
る
中
で
地
域
や
業
者
や
町
と

有
効
な
話
し
合
い
を
続
け
た
い
。ラベンダーまつりの様子

（提供：企業支援課）
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藤
ふじの
野　和

かずみ
美 議員

川
かわぐち
口　浩

ひろし
史 議員

２
歳
ま
で
の
子
育
て
支
援
を
ど
の
様
に

問  

保
育
園
の
保
育
料
へ
の
支
援
は
。

福  

保
護
者
へ
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
、

国
基
準
を
下
回
る
利
用
者
負
担
額
を
制
定

し
て
お
り
、そ
の
差
額
１
７
８
５
万
円（
令

和
５
年
度
）
を
負
担
し
て
い
る
。
負
担
比

率
は
44
％
と
な
る
。

問  

無
園
児
に
預
か
り
保
育
36
時
間
無
料

チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
す
る
考
え
は
。

福  

９
月
の
時
点
で
、
町
で
実
施
し
て
い

る
一
時
保
育
の
利
用
が
３
０
０
人
を
超
え

て
い
る
が
、
現
行
の
利
用
料
金
が
低
額
と

な
っ
て
お
り
、今
の
と
こ
ろ
考
え
は
な
い
。

就
学
援
助
制
度
の
改
善
は

問  

認
定
の
目
安
と
な
る
金
額
の
案
内
は
。

教  

金
額
の
目
安
が
な
く
て
も
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
場
合
に
は
申
請
を
促
し
て
い

き
た
い
。
良
い
案
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

く
。

問  

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
検
討
は
。

教  

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
担
保
さ
れ
る
も
の

い
じ
め
・
不
登
校
に
つ
い
て

問  

文
科
省
は
２
０
２
３
年
度
の
い
じ

め
の
認
知
件
数
が
前
年
度
比
５
万
６
２
０

件
増
の
73
万
２
５
６
８
件
、
不
登
校
は

４
万
７
千
人
増
の
34
万
６
４
８
２
件
に
な

り
、
共
に
過
去
最
多
を
更
新
し
た
と
発
表
。

本
町
の
推
移
を
聞
く
。

教  

下
記
の
表
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

問  

解
決
し
た
件
数
は
。

教  

被
害
・
加
害
・
周
囲
の
児
童
生
徒
へ

の
聞
き
取
り
・
事
実
確
認
を
行
っ
た
。
令

和
５
年
度
に
認
知
し
た
い
じ
め
は
全
て
解

決
し
て
い
る
。

問  

学
校
統
合
に
よ
る
教
員
の
減
は
、
い

じ
め
等
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

対
応
は
。

教
育
長  

加
配
教
員
の
配
置
、
教
室
に
入

れ
な
い
子
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー

ム
の
設
置
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置

に
努
め
、さ
ら
な
る
支
援
策
を
検
討
す
る
。

ヌ
エ
ッ
ク
講
堂
代
替
は
学
校
の
体
育
館

問  

講
堂
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
大
規
模
な

会
館
が
な
く
な
る
。
代
替
案
は
。

地  

学
校
の
体
育
館
等
を
活
用
す
る
。

が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

奨
学
資
金
貸
付
制
度
の
改
善
は

問  

運
用
状
況
は
。

教  

令
和
６
年
度
中
の
貸
付
額
は
９
人
に

対
し
、
６
０
４
万
円
。
返
還
額
は
11
月
現

在
で
15
人
の
方
か
ら
２
５
９
万
円
。
令
和

５
年
度
末
の
基
金
残
高
は
３
６
２
７
万
円

で
あ
る
。

問  

こ
の
間
の
改
善
点
は
。
　

教  

返
還
期
間
の
延
長
や
延
滞
利
息
の
引

き
下
げ
な
ど
を
行
っ
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇
改
善
は

問  

現
在
の
人
数
は
。

総  

11
月
１
日
現
在
で
１
２
０
名
。
正
規

職
員
は
１
４
４
名
で
あ
る
。

問  

待
遇
改
善
を
図
る
考
え
は
。

総  

給
与
改
定
に
つ
い
て
、
今
年
度
よ
り

４
月
１
日
か
ら
の
遡
及
適
用
を
実
施
し
て

い
く
。

問  

プ
ロ
の
歌
手
や
演
奏
家
は
、
室
内
の

音
の
良
し
悪
し
が
分
か
る
。
体
育
館
は
向

い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

副
町
長  

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
近
隣
の

施
設
利
用
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

防
火
水
槽
に
つ
い
て

問  

ベ
イ
シ
ア
電
器
嵐
山
店
西
側
に
あ
る

防
火
水
槽
は
看
板
が
落
ち
て
分
か
り
づ
ら

い
。
火
災
時
、
消
火
活
動
に
遅
れ
が
心
配

さ
れ
る
。

地  

店
舗
が
設
置
し
た
私
有
の
防
火
水
槽

で
管
理
は
店
舗
と
な
る
。
地
域
で
も
使
用

で
き
る
の
で
、
看
板
の
修
理
と
樹
木
の
伐

採
を
店
舗
に
依
頼
す
る
。

（単位：件）

いじめ認知件数 不登校件数

小学校 中学校 小学校 中学校

令和２年度 9 4 6 23

令和３年度 3 7 10 24

令和４年度 5 3 15 25

令和５年度 23 12 16 36

令和６年度 2 3 14 16

 ※令和６年度は７月31日現在
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デマンド型交通「チョイソコ」乗車体験

●
地
域
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て

●
地
域
産
業
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

●
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て

●
外
国
人
の
増
加
に
伴
う
諸
課
題

（
10
月
７
日
・
23
日
・
11
月
18
日
）

（
10
月
21
日
・
11
月
8
日
）

地
域
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て

●
行
政
視
察
「
東
京
都
あ
き
る
野
市
」

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
実
証
実
験

公
共
交
通
空
白
地
域
（
公
共
交
通
の

存
在
し
な
い
地
域
）
の
解
消
に
向
け
、

市
内
循
環
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
る

の
バ
ス
」
を
運
行
す
る
他
、
デ
マ
ン
ド

型
交
通
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
」（
民
間
事
業
）

の
実
証
実
験
を
実
施
し
て
い
る
。

●
町
で
の
有
用
性
・
妥
当
性
等
の
審
議

　
視
察
に
同
行
し
た
地
域
支
援
課
よ
り

視
察
先
の
評
価
に
つ
い
て
意
見
を
求
め

た
。「
チ
ョ
イ
ソ
コ
は
、
大
手
企
業
に

よ
り
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
事

業
。
費
用
面
等
、
規
模
の
小
さ
い
自
治

体
で
は
対
応
が
難
し
い
。
当
町
で
必
要

と
す
る
の
は
、
全
域
で
の
運
行
、
町
外

の
行
先
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

事
業
者
選
定
が
困
難
、
相
当
規
模
の
赤

字
が
想
定
さ
れ
る
」
等
の
説
明
が
あ
っ

た
。

　
町
内
事
業
者
の
不
足
等
、
規
模
的
に

も
事
業
採
算
面
か
ら
も
運
営
が
難
し

く
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
と
も
会
わ
な
い
部

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て

●
視
察
調
査
の
協
議

　
条
例
制
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
議

論
が
足
り
な
い
と
い
う
共
通
認
識
の
も

と
、
他
自
治
体
へ
の
視
察
も
含
め
て
調

査
。
埼
玉
県
で
最
初
に
「
子
ど
も
の
権

利
条
例
」
を
制
定
し
て
い
る
北
本
市
を

第
１
候
補
地
、「
子
ど
も
の
権
利
擁
護

委
員
会
」
が
置
か
れ
て
い
る
埼
玉
県
福

祉
部
こ
ど
も
安
全
課
を
第
２
候
補
地
と

し
て
調
整
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

地
域
産
業
の
活
性
化
へ
の
取
組
み
に

つ
い
て

　
賑
わ
い
の
創
出
と
し
て
、
地
域
名
産

の
掘
り
起
こ
し
や
創
出
、
屋
台
村
等
の

場
所
の
提
供
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
小

規
模
な
事
業
の
支
援
策
拡
充
、
小
規
模

事
業
育
成
等
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

今
後
は
、
活
性
化
取
組
み
事
例
の
調
査

を
行
い
、
具
体
的
な
提
言
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

分
が
あ
る
、
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

●
調
査
事
項
の
協
議

・
条
例
制
定
の
経
緯

・
条
例
に
伴
う
予
算
措
置
及
び
人
員
配

置
・
子
ど
も
電
話
相
談
室
の
実
績
（
件
数
、

年
齢
、
内
容
等
）

・
条
例
制
定
の
効
果
と
課
題

・
条
例
制
定
に
お
け
る
ア
ド
バ
イ
ス

外
国
人
の
増
加
に
伴
う
諸
課
題

●
要
望
書
回
答
に
対
す
る
協
議

　（
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
）

・
担
当
課
の
必
要
性
に
触
れ
て
い
な
い
。

・
今
後
増
加
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
取

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
外
国
人
に
関
す
る
施
策
を
総
合
振
興

計
画
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

●
視
察
調
査
の
協
議

　
第
１
候
補
地
に
群
馬
県
大
泉
町
、
第

２
候
補
地
に
同
県
伊
勢
崎
市
と
し
て
調

整
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

●
調
査
事
項
の
協
議

・
外
国
人
増
加
の
経
緯

・
増
加
に
伴
う
行
政
の
取
組
み

・
外
国
人
の
居
住
実
態

・
政
策
に
お
け
る
外
国
人
対
策
の
内
容

・
行
政
に
対
す
る
外
国
人
の
協
力
体
制

の
状
況

総
務
経
済
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会



一
般
質
問

常
任
委
員
会

議　
　
案

特
別
委
員
会

意
見
交
換
会
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●
小
中
学
校
再
編
に
伴

う
教
育
保
障
・
地
域

振
興
・
財
政
計
画
等

に
つ
い
て

（
11
月
７
日
・
22
日
）

●
学
校
統
合
に
お
け
る

諸
課
題
（
バ
ス
利
用
の

範
囲
、運
行
上
の
運
用
）

　
滑
川
町
と
川
島
町
に

対
し
、「
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
つ
い
て
」
の
調
査

を
行
っ
た
。
両
町
の
回

答
、
教
育
委
員
会
か
ら

の
聞
き
取
り
調
査
、
４

人
の
委
員
に
よ
る
調
査

資
料
を
も
と
に
、
停
留

所
設
置
や
学
童
保
育
と

の
関
係
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
上
の
留
意
点
に

つ
い
て
委
員
間
協
議
を

行
っ
た
。

嵐
山
町
立
小
中
学
校

再
編
調
査
特
別
委
員
会

小
川
地
区
衛
生
組
合
議
会

環
境
衛
生
常
任
委
員
会

●
行
政
視
察
（
10
月
11
日
）

埼
玉
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
可
燃
ご
み
処
理

施
設
（
鳩
山
町
熊
井
８
１
９
）

処
理
方
式
　
回
転
ス
ト
ー
カ
式
焼
却
炉

着
工
　
平
成
30
年
10
月

竣
工
　
令
和
５
年
３
月

総
工
費
　
約
１
２
８・８
億
円

●
委
員
会
（
11
月
15
日
）

「
今
後
の
可
燃
ご
み
処
理
等
に
関
す
る
基
礎
調

査
報
告
書
に
つ
い
て
」

可
燃
物
処
理
方
式
と
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
方
式

を
組
み
合
わ
せ
た
４
案
の
基
礎
調
査
を
業
者
委

託
し
、
調
査
報
告
書
が
で
き
た
。
今
後
、
報
告

書
に
基
づ
き
検
討
を
進
め
た
い
。

区長会との意見交換会区長会との意見交換会

開催日　10月22日開催日　10月22日

・七郷地区の小中学生の通学の安全を
・北部方面ばかりスクールバスという話が
出ているが南部にも関心をもってほしい
・建設時には子ども達の安全に配慮を

・町民の関心を集める取り組みが必要
・小規模でも幸福を追求できる提案を
・各地区の集会所で意見交換会を開催して
ほしい
・議員全員が一つにまとまって町政を進め
るべき

・ＡＴＭ、送り迎え、スピードを出してい
る車が多く、歩行者と区分が必要
・ＡＴＭ、大型バス等の駐車場整備
・当初予算より相当減額された整備となっ
た。住民の意思決定に議員は意識を・ごみの分別が大変

・美化運動を道ぶしんとして取り組めない
か
・空き家への空き巣被害が急増している
　防犯カメラの設置等、至急検討を
・ごみ焼却場の新設を考えるべきでは

・タクシー券が使いづらい
デマンド交通にしてほしい
・道路の傷みがひどい。補修が急務

この他にも、たくさんの貴重なご意見ありがとうございました。常任委員会で取り上げる
こと、一般質問等で質すこと等、区分しながら継続して、開かれた議会を目指してまいります。

学校統合

議員・議会

駅西口整備

環境問題

その他
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次回の定例会は　２月２６日（水）開会の予定です。皆様の傍聴お待ちしています。
請願・陳情は　　２月１８日（火）午後５時までに提出してください。

発
行
／
嵐
山
町
議
会　

編
集
／
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

〒
３
５
５
ー
０
２
１
１　

埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
大
字
杉
山
１
０
３
０
ー
１

☎
０
４
９
３（
６
２
）４
５
８
７

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
（
広
報
部
会
）　

橋
本
将
・
佐
藤
弘
美
・
小
林
智
・
𠮷
本
秀
二
・
青
柳
賢
治
・
渋
谷
登
美
子

議
会
だ
よ
り
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
使
用
し
て
い
ま
す

編

集

後

記

編

集

後

記

大妻嵐山の生徒と大妻嵐山の生徒と
意見交換しました意見交換しました

高校生が町に問う! 〇「ミツバチプロジェク
ト」のはちみつを販売はちみつを販売

する仕組みが欲しい
○はちみつをブランドはちみつをブランド化
して活性化を

○嵐山産の野菜嵐山産の野菜などを
バーベキュー場で販売
しては

〇駅西口に賑わい駅西口に賑わいを！
○若者向けの施設若者向けの施設の充実
（カフェ、プリクラ、
カラオケ）

〇街灯を増やして街灯を増やしてほしい
○イルミネーションイルミネーションをし
たらみんなが喜ぶ

○町の指定文化財指定文化財

　（獅子舞など）をもっ
とアピールアピールして

〇自習できる公の施設自習できる公の施設が
ほしい

○嵐丸くんにイベントや嵐丸くんにイベントや

　メディアでの活躍メディアでの活躍をし
てもらう

○町の「昔話」「昔あそび」町の「昔話」「昔あそび」

を高校に教えに来てほ
しい　11月９日、ハイスクール議会（１月25日実施）

の事前学習として、大妻嵐山高等学校の皆さんから、
嵐山町の現状やこれからの課題「あーなればいいな」
「こうなればいいな」という声をききました。

　
町
議
会
議
員
と
な
り
１
年

が
経
ち
ま
し
た
。
議
会
と
し

て
も
区
長
会
や
大
妻
嵐
山
の

生
徒
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

す
る
事
も
し
ま
し
た
。
地
域

の
声
に
耳
を
傾
け
る
中
で
、

嵐
山
町
の
可
能
性
と
課
題
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
昨

年
度
の
七
郷
小
学
校
に
続
き

菅
谷
小
学
校
も
150
周
年
の
式

典
が
あ
り
、
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
達
成
し
ま
し
た
。
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
大
き
な

力
と
な
っ
て
、
嵐
山
町
の
絆

を
感
じ
ま
し
た
。

　
嵐
山
町
は
古
く
か
ら
自
然

と
歴
史
文
化
に
囲
ま
れ
た
町

で
あ
り
な
が
ら
、
都
心
や
関

東
圏
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
な

町
で
す
。
学
校
統
合
、
跡
地

利
用
、
ヌ
エ
ッ
ク
の
存
続
な

ど
は
た
だ
環
境
を
整
え
る
だ

け
で
な
く
、
町
が
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け
と

捉
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
絆

を
深
め
、
町
の
魅
力
を
さ
ら

に
高
め
る
発
信
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

（
橋
本
）

※ ハイスクール議会の開催
について

　開かれた議会を目指し、若い
世代の声を聴ける機会として、
大妻嵐山高校と共催で取組みま
した。


